
■名阪国道概要

事業区間(起点） 三重県亀山市太岡寺町

事業区間(終点） 奈良県天理市擽本町

事 業 延 長 ７３．２ km

道 路 構 造 規 格 第１種第３級・第１種第４級

速 度 設 計 ８０km/h（一部６０km/h）

計 画 幅 員

〈三重県側〉
Ｗ=２２m（４車線×３．５m）

〈奈良県側〉
Ｗ=２１m（４車線×３．５m）



昭和38年1月、名阪国道として亀山から天理間をその年の4月から千日間で開通させることが決定。
延長73.2km、インターチェンジ29箇所、トンネル2箇所、全体事業費320億円の大事業である。

1000日 790日 550日 250日
昭和38年4月、第一歩として現地
調査、地質調査などを行い、5月
に路線決定。さらに測量も進め、
道路の中心線に20mごとに赤い
杭が打たれていく。

昭和38年11月、地域生活者の
方々との用地買収が始まる。買
収面積220ヘクタール、用地関係
者約3,000人との、昼夜の別ない
用地買収の努力が続けられる。
明けて昭和39年3月、各地で用地
の調印が始まる。

昭和39年6月、起工。全区間で一
斉に工事開始。山間部の固い地
盤の掘削や、複雑な加太断層地
帯を通るトンネル工事、千日工事
の成否を大きく左右するアーチ橋
工事など、たくさんの難工事が
次々と待っていた。

さまざまな難工事に立ち向かうた
めの討議が連日のように行われ、
難工事を克服するための、工事
事務所と現場とが一丸となっての
不断の努力は続けられた。

昭和40年5月、仕上げ段階に入る
この頃、梅雨期の異常な雨に見
舞われ、盛土の法面が崩れるな
どの被害が続出し、工程に乱れ
が見られるようになった。月1回開
かれる合同会議での関係者の顔
は暗い。

180日 50日 20日 開通の日10日
昭和40年7月、梅雨が明けて現場
にも活気がみなぎる。必死の追い
込みである。道路の基盤面やア
スファルトの工事、橋げたの架設
などが急ピッチで進む。

昭和40年11月、南在家地区で春
先の長雨の影響で、付近の山一
帯が地すべりを起こし、舗装した
路面が大きく崩壊。だが開通を目
前にし、土留めの鋼管杭を打った
り、新たに擁壁を作るなど、必死
の地すべり対策が講じられた。

昭和40年11月下旬、ガードレール
の取り付けやセンターラインの線
引きなどの仕上げ作業が急テン
ポで進む。開通の日の前日まで
道路の清掃が行われ、最後に、
ほうきで綺麗に掃き清められた。

昭和40年12月15日午後、工事は
10日前倒しで予定通り竣工。野を、
山を伸びる新しい千日道路が、美
しい夕日に誇らしげに照らされて
いる。

昭和40年12月16日、待望の開通
の日を迎える。沿道では、新しい
道路に期待を寄せる地域のたくさ
んの人々が歓迎の旗を振ってい
る。



名阪国道では 日本では

1960

年代

1970

年代

1980

年代

1990

年代

2000

年代

2010

年代

2020

年代

63年 名阪国道工事事務所設置

64年 名阪国道起工式

64年 加太、関トンネル貫通

65年 名阪国道一期工事完成(写真)

67年 名阪国道二期工事着手

70年 加太トンネル(二期工事)貫通

70年 天理東IC開通

72年 関トンネル(二期工事)貫通

(写真)

75年 名阪国道関JCT名古屋方面

ランプ開通

80年 名阪国道全線四車線開通(写真)

82年 加太トンネル東側でトラック

炎上(塩素ガス噴出)

85年 名阪国道道路情報ラジオ放送

開局(亀山～関)

87年 伊賀SA(上り線)拡張工事完成

87年 一本松ICの改良

90年 上野東IC上りOFFランプ、下り
ONランプ完成

90年 天理東ICの改良

91年 名阪国道道路情報ラジオ放送
開局(伊賀SA付近) (写真)

92年 福住ICの改良

93年 天理ICの改良

96年 五ヶ谷ICの改良

99年 名阪国道24時間集中工事開始

01年 針ICの改良、道の駅針T･R･S

開駅

03年 名阪国道開通記念碑開披

05年 「道の駅 いが」開駅(写真)

14年 向井IC、下柘植ICの改良(写真)

16年 五月橋ICの改良

64年 東海道新幹線(東京～新大阪)

営業開始

64年 東京オリンピック開催(写真)

67年 総人口1億人を突破

69年 東名高速道路全線開通

70年 大阪万博開催(写真)

72年 沖縄、日本復帰

73年 第1次オイルショック

77年 王貞治、756本のホームラン

新記録達成

81年 実用静止衛星「ひまわり」の

打ち上げに成功(写真)

82年 東北新幹線、上越新幹線開業

83年 東京ディズニーランド開園

85年 阪神タイガース悲願の日本一

89年 昭和天皇崩御､昭和から平成へ

93年 日本プロサッカーリーグ(Jリー

グ)が開幕(写真)

95年 阪神・淡路大震災

98年 冬季長野オリンピック大会開幕

98年 “古都奈良の文化財”が世界遺産

登録決定

99年 中日ドラゴンズ11年ぶりの優勝

00年 東海集中豪雨

01年 大阪「ユニバーサル・スタジオ

・ジャパン」開園

03年 日本郵政公社発足(写真)

07年 能登半島地震

11年 東日本大震災(写真)

11年 サッカー女子ワールドカップ
でなでしこJapan世界一

12年 ロンドンオリンピック開催

15年 北陸新幹線開業

16年 熊本地震

17年 九州北部豪雨

18年 西日本豪雨

19年 改元し令和時代始まる

20年 新型コロナウイルス蔓延
21年 史上初の延期が決定された東京オリン

ピック開催
22年 改正民法が施行され、日本法律上の成

人年齢が18歳に引き下げられた
23年 ワールドベースボール・クラシック開

催。日本が３大会ぶり３度目の優勝。
23年 阪神タイガース38年ぶりの日本一
24年 能登半島地震(写真)
24年 新紙幣発行
25年 日本国際博覧会(大阪･関西万博)開催

23年 板屋IC､小倉IC(名古屋方面)改良

24年 久我IC、伊賀IC(名古屋方面)、

上野IC(大阪方面)改良(写真)
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［出典］

舟運：京都府立山城郷土資料館への

ヒアリング調査より

鉄道：汽車汽船旅行案内（明治４０年３月）

道路：Ｒ３道路交通センサス

移動の高速化をもたらした名阪国道
■ 伊賀地域から大阪方面への交通



名阪国道の大型車
分担率：33.1％※

南北断面※における物流交通の約３割が名阪国道を利用
■ 輸送において名阪国道が果たす役割

※ 関ヶ原～伊賀の南北断面でのＲ３センサス大型車交通量より

１日約５万２千台、うち大型車２万５千台の交通を休まず処理
■ 開通直後から｢大動脈｣として機能し続ける名阪国道

【阪神・中京を最短経路で結ぶ名阪国道】 【名阪国道の交通量変化】 【交通状況の変化】

出典：国土地理院

・昭和４０年、約１,０００日で完成させた名阪国道は、中京・阪神の両工業地帯の最短経路である利便性の高さから、開

通直後から交通量が急速に増加

・これに対応するため、昭和５２年には全線４車線化、また大型車の交通増加に対応するため登坂車線を５箇所に整備

するなど、道路の機能アップも図り、開通から６０年を経過した現在でも、１日約５万２千台、うち大型車２万５千台の交

通を休まずに処理しており、日本経済を支える大動脈として機能
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■ 名阪国道沿線の工業団地の状況

■ 写真で見る名阪国道の変化

S40.12 名阪国道開通時点（暫定２車線）

R7.6 現在の名阪国道

■ 製造品出荷額の伸率 ■ 伊賀市の立地企業と
雇用人数の推移

※ 工業統計、( )内の数値は製造品出荷額より

伊賀市の製造品出荷額は
開通前の約１４０倍！

豊田市：81倍
鈴鹿市：25倍

【参考】
名阪国道建設費：約２９６億円
（現在価値：約６,０００億円）

立地企業数が約４倍
に増え、それにより
約１２,０００人の雇用
を創出



Ｒ７.６
亀山・関テクノヒルズ

名阪国道によって東西どちらへも直結する工業適地
昭和６２年８月 名阪亀山・関工業団地 造成開始 ⇒ 平成２年２月竣工
平成１４年４月 亀山・関テクノヒルズ 造成開始 ⇒ 平成２０年２月竣工（第４期造成工事）

出典：三重県市町総合事務組合 航空写真

名阪亀山・関
工業団地

名阪国道

・名阪亀山・関工業団地の売れ行きが良かったため、工業団地の計画
で決定し、亀山・関テクノヒルズとなった。

・高規格道路である名阪国道から近いことで関西方面とのアクセスが
良いことが企業にもメリットになった。

工業団地の開発業者より

亀山・関テクノヒルズ
名阪亀山・関工業団地

〔名古屋まで〕

約５０km 約 分40
出典：ETC2.0 2024年10月の1ヶ月平均

〔大阪まで〕

約１００km 約 分80
出典：ETC2.0 2024年10月の1ヶ月平均



名阪国道によって東西どちらへも直結する工業適地
・奈良県内の名阪国道及び西名阪自動車道の沿線には工業団地が集積しており、福住ＩＣに近接する天理福住工業団地

には、県下で最大規模の敷地面積を有する大型工場が進出。

・名阪国道は、関西圏・中部圏を結ぶ物流の大動脈として、これら工業団地に立地する企業の活動を支援。

：工業団地

天理福住工業団地

一本松工業団地

天理福住工業団地(天理市) 一本松工業団地(奈良市)

【三甲株式会社】 【株式会社アテックス】

出典：三甲株式会社ＨＰ 出典：株式会社アテックスＨＰ

・平成24年、奈良県(天理市)へ新規立地。以後、段階

的に工場を増設し、令和２年には同社の主力製品で

あるプラスチックパレットの大型製造工場を増設。

・２００名以上の雇用が生まれる

・主要製品：プラスチックパレット

・車載用EV、HEV部品需要増に伴い、既存工場(東大

阪市)では生産能力が不足、同社最大の量産工場を

奈良県に新規立地

・約２００名の雇用が生まれる

・令和３年３月 操業開始

・主要製品：車載用プラスチック製品 等



道路を構成する主な施設



道路管理のイメージ

人と道路を守るために

道路維持 災害対応

道路の機能維持のために

道路施設の点検

道路の機能・安全性向上のために

防災・震災対策 交通安全対策

道路施設の修繕

橋梁

道路パトロール

トンネル 対策前 対策中

対策前 対策後
ＩＣ改良
久我ＩＣ 上り
オンランプ 延伸

カラー舗装

注意喚起
ED標示板
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高齢化の進む橋梁

高齢化の進むトンネル

橋梁
約73万橋

道路管理者別ごとの橋梁数 建設年度別橋梁数

国土交通省
約３９,０００橋(５％) 高速道路会社

約２４,０００橋(３％)

道路公社
約２,０００橋(０.３％)

都道府県
約１３９,０００橋(１９％)

政令市
約４７,０００橋(６％)

地方公共団体管理
約６６０,０００橋

市区町村
約４７７,０００橋

(６５％)

国土交通省

高速道路会社

都道府県・政令市等

市区町村

※この他、古い橋梁など記録が確認できない建設年度不明橋梁が約195,000橋ある。

出典：道路局調べ（2024.3時点）

道路管理者別ごとの施設数 建設年度別施設数

トンネル
約1.2万本

地方公共団体管理
約８,０００本

国土交通省
約１,８００本(１５％)

高速道路会社
約２,１００本(１８％)

道路公社
約１００本(１％)

都道府県
約５,１００本

(４４％)

市区町村
約２,２００本(１９％)

政令市
約３００本

(３％)

ストックピラミッド

建設後50年を経過した橋梁の割合
【全体】 【橋長15m未満】 【橋長15m以上】

※この他、古いトンネルなど記録が確認できない建設年度不明トンネルが約290本ある。

出典：道路局調べ（2024.3時点）

高度経済成長期

高度経済成長期

国土交通省

高速道路会社

都道府県・政令市等

市区町村

※この他、古い橋梁など記録が確認できない建設年度不明橋梁が約195,000橋ある。 出典：道路局調べ（2024.3時点）

平均年齢：２９年 平均年齢：３２年

(本)

ストックピラミッド 平均年齢：３８年 平均年齢：５２年ストックピラミッド

注） 平均年齢は、建設年度が把握されている施設の平均 出典：国土交通省調べ
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加太トンネル
関トンネル 60年



道路点検時の新技術活用

橋梁点検

道路施設における点検技術の向上

道路点検 効率化

道路点検

【マルチビーム】

ロープアクセス及びバケット式
橋梁点検車による点検

全方向衝突回避センサーを有
する小型ドローンによる点検

【トンネル】

【小型ドローン】

ロープアクセスによる点検

点検ロボットカメラによる点検

潜水調査による河床洗堀の把握

マルチビーム搭載ボートによる測量

近接目視による変状の把握

画像計測技術による変状の
把握

【舗 装】

目視により路面性状を確認

【道路巡視】

計測ユニットにより路面性状を確認

パトロール車から目視確認

ドライブレコーダー画像を用いてＡＩで
解析



道路施設の補修・補強状況

リフレッシュ工事について

通常の期間では大きな渋滞の発生が予想される維持・
改良工事の大半を十分な広報のもとに期間を定めて効
率的に実施し、年間の工事渋滞回数を大幅に削減するこ
とを目的として行われています。
名阪国道は、平成11年から実施し、39回行っています。

リフレッシュ工事とは…

過去のリフレッシュ履歴表

着手前 着手前



防災対策

事前通行規制

事前通行規制の経緯

道路崩壊やがけ崩れなど災害が起きそうな所の現地状況を定期的に点検し、対策を行っています。

【対策前】

事前通行規制とは、大雨などの異常気象時に、土砂災害の発生が予測され、道路の通行が危険と判
断された場合、通行規制を実施し、土砂災害などにともなう事故を未然に防ぎます。
名阪国道では、関ＩＣ～伊賀ＩＣの１４．１ｋｍでは連続雨量２３０ｍｍ、五月橋ＩＣ～天理東ＩＣの２９.６ｋｍ

では連続雨量１６０ｍｍを超えると通行止めを行い、平成２７年～令和６年（過去１０年）では７回の通行
止めを実施しています。

昭和４３年８月１８日、岐阜県加茂郡白川町内の国道４１号
において、豪雨に伴う土石流により観光バス２台が飛騨川に
転落し１０４名の尊い命が奪われました。
国土交通省（当時建設省）は、この事故を契機に、翌９月に

は全国で土砂災害の危険箇所の一斉点検を行い、雨量によ
る国道の通行規制が制度化されました。
雨量による事前通行規制は、このような悲惨な事故を防ぐ

ため制度化されたもので、区間毎に基準を超える大雨が降っ
た場合、雨がやんで安全が確認されるまでの間、通行止めを
するものです。

法面崩壊及び落石対策

名阪国道事前雨量規制区間箇所

国道41号_雨量による通行止めの予告看板

関ＩＣ～伊賀IC通行止め状況

土留め対策

【対策後】 【対策前】 【対策後】

L=14.1km

L=29.6km
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冬季の名阪国道の安心・安全な通行を守る建設機械・設備

様々な建設機械・設備を用いて、凍結防止剤の散布や除雪を実施しています。

名阪国道の標高について

冬季の道路利用時のお願い

取り組み方針等

消融雪設備

凍結防止剤散布車

スタックが
発生すると
除雪作業
にも支障

建設機械の配置状況

名阪国道は、標高約５００ｍの山間部を通過します。 早期に通行止めを実施します。

北勢国道事務所では、冬季(12～3月)に降雪による名阪国道の立往生や事故を未然に防ぐために、
ドライバーへの雪道での走行の心得や装備を新聞広告やチラシ、Xにて呼びかけています。

配置 機械名 区分

  上野維持   パトロールカー   道路巡回

  奈良維持   パトロールカー   道路巡回

  加太基地   凍結防止剤散布車   除雪

  除雪トラック   除雪

  守田基地   凍結防止剤散布車   除雪

  照明車   災害対策

    待機支援車   災害対策

  針基地   凍結防止剤散布車   除雪

  照明車   災害対策

  リフト車   災害対策

  対策本部車   災害対策

●「大型車等の立ち往生が発生」または
「大規模な立ち往生の発生の恐れがあ
る場合」には、県警察と連携のうえ、早
い段階で通行止め措置を実施します。

●集中的・効率的な除雪作業を実施し、迅
速に交通を確保します。

●三重区間、奈良区間の両方で同時に通
行止めが発生する可能性もあります。

●大雪予想時は不要不急の外出をお控え
下さい。



道路の脱炭素化政策

道路分野のCO2排出量削減に貢献

脱炭素化 取組み

名阪国道の取組み

インフラ等が
関わるもの

道路分野

約 ％18

鉄道・船舶・航空輸送
および家庭やオフィス､
商業施設等

その他

① 道路交通のグリーン化を支える道路空間の創出

出典：国土交通省 道路分野の脱炭素化政策 Ver.1.0（2022年度）

③ 道路交通の適正化

② 低炭素な人流・物流への転換

④ 道路のライフサイクル全体の低炭素化

【道路の脱炭素化の基本的な政策の柱】

ＬＥＤの道路照明への導入 低炭素アスファルトの導入促進

道路整備

約1,330万ｔｰCO2/年

約 ％１.３

道路利用

約 ｔｰCO2/年

約 ％１５.９

道路管理

約483万ｔｰCO2/年

約 ％０.５

〔我が国のCO2排出量と道路分野の関係〕

道路分野の排出量：約1.8億tｰCO2/年（全体の約18％）

次世代自動車の開発・普及を促進するため、道路空間における
発電・送電・給電・蓄電の取組を、関係省庁・部局と連携して推進

交通容量が低下しているボトルネック箇所や局所的な渋滞箇所の
対策を行い、道路交通を適正化

公共交通、自転車等の低炭素な移動手段への転換の促進
低炭素な物流システムの構築を促進

新技術を積極的に取り入れつつ、道路建設から管理までのライフ
サイクル全体におけるCO2排出量の削減を推進

＜主な施策例＞

主要渋滞箇所における
渋滞対策

ダブル連結トラックの
利用環境の整備

低炭素な建設機械の
導入促進

約10.85億ｔ
－ＣＯ2/年

・地球温暖化に伴う気候変動の影響で、自然災害の激甚化・頻発化等が懸念されている。
・気候変動への対策として、脱炭素社会の実現が求められている。

道路分野は、国内CO2排出量の

約18％を占めている

脱炭素化への
積極的な取組が必要

SA・PAや道の駅での
充電器の設置促進

太陽光発電設備の導入

＜主な施策例＞

自転車の利用促進

＜主な施策例＞ ＜主な施策例＞

「ゾーン３０プラス」による
幹線道路と生活空間の

適切な機能分化 LEDの道路照明導入

・道路の電力使用量のうち、道路照明が約７割を占める。
・LEDへの転換により、消費電力を約５６％（※）削減可能。
・照明の寿命が約２.５倍長持ちするため、ライフサイクルコストの
縮減にも貢献。

・道路の舗装で使用される「アスファルト混合物」の製造工程で
CO2が排出される。

・製造温度を３０℃下げることで、CO2排出量を７～１８％（※）

削減可能。
※「舗装の環境負荷低減に関する算定ガイドブック」より※明かり部でLED灯とナトリウム灯の消費電力を比較した場合の削減率



名阪国道の事故発生概要と事故発生要因

名阪国道の事故発生概要

データ：イタルダ事故データより算出

◆名阪国道管内の死傷事故発生件数推移

◆対策効果イメージ
対策前 対策後

◆注意喚起 電光標示板 ◆注意喚起 カラー舗装

事
故
件
数
（
件
）

死亡 重傷 軽傷

対策前

対策後

延伸

久我IC 上り
オンランプ

内側：名阪国道のみ
外側：三重県内高速・自専道

事故状況と事故対策

交通安全対策

【インター改良事業】加速車線の延伸

その他の事故対策事業

名阪国道の事故発生要因

減少傾向にあるが、依然、事故
件数は高い状況にあるので、
今後も事故対策を鋭意継続

① 低速で合流

① 加速して合流

②低速での合流
が増加し急減
速が発生

②低速での合流
が減少し急減
速が減少



視線誘導標によるカーブの視認性向上のほか、減速マーキングによる注意喚起や段差舗装に

よる速度抑制対策、中央分離帯の剛性化による重大事故防止対策などに取り組んでいます。

Ωカーブ区間での交通安全対策

カーブの視認性向上・速度抑制等

対策
Ωカーブ区間
での

オメガ



Ωカーブ区間では、湿潤時の事故が多く発生していることから、スリップ等を抑制するため、

平成２６年度以降、滑り止め舗装（多機能型排水性舗装）への舗装改良を進めています。

滑り止め舗装（多機能型排水性舗装）の実施

・一層で排水機能と防水機能の２つの機能

・排水機能によるハイドロプレーニング等の防止により、
安全性の向上

・凍結防止剤の流出が少なく、凍結防止機能の持続性向上

・路面を縦溝粗面に仕上げることで、 ブラックアイス
バーンの解消を図ることができる粗面系（ハイブリッ
ド型）凍結抑制舗装

・耐流動性と骨材飛散抵抗性に優れている

・縦溝粗面効果により、昼夜ともに視認性が向上し、密
粒度タイプの舗装に比べ、タイヤ路面騒音値が低減

舗装の改良による対策

対策
Ωカーブ区間
での

オメガ

多機能型排水性舗装の特徴


